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富山県からは、海浜特有の直遡類として、

砂浜にみられるヤマトバッタ、砂浜につづく

松林前面にみられるエゾエンマコオロギの2

種がいるが、現在のところ、この2種とも、

常願寺川と神通川とに挟まれた、富山市浜黒

崎より同岩瀬浜にいたる地域の砂浜より記録

されているのみである（根来，瀬川；1988,

1990)。

本県には、同程度の規模の砂浜海岸として

氷見市島尾海岸があるが、この地域の直通類

はまだ調査されたことがなかった。このほど＝

調査する機会を得たのでその結果を報告する。

調査地：氷見市島尾より高岡市雨晴までの海

岸および、クロマツ林の海岸寄りの林縁

調査日：1990年9月27日

採集品目録

キリギリス科Tettigoniidae

クサキリHり加0γ0“r〕秒""s／"“s"s

（Walker）13

ウスイロササキリCO"oc"〃とz〃Sc〃"e〃‐

s応（Redtenbacher）13

コオロギ科Gryllacrididae

ツヅレサセコオロギV､/tzγ抗c加γ〃s

加jc”0（S上zzｲss"形）1¥

ハラオカメコオロギL”0〃g加沈"s

“加〆sr"SMatsuuralダ

エンマコオロギ亜jgOg?@y"〃sg沈加α

（OhmachietMatsuura）131平
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エゾエンマコオロギT〃909秒〃〃s

y““沈沈α（OhmachietMatsuura）

13

シバスズDjα"2汎O〃"s加汰α伽（Shira‐

ki）1早

カネタタキ0?”e〃"s々 α"g”畝〃（Matsu‐

mura）1ダ

ヒシバッタ科Tetrigidae

ハネナガヒシバッタE”α"た"な"szz‐

肱γ商Bev-Bienkolダ

オンブバッタ科Pyrgomorphidae

オンブバッタAtmc加加0幼〃αノヒzZtz

（Motshulsky）lギ

バッタ科Acrididae

ショウリョウバッタAC””c"gγgα

（Thunberg）131早

トノサマバツタLO“s”沈噌畑mγzα

（Linnaeus）131¥

クルマバッタモドキ09血陀"s醜たγ"α"s

Saussurel3

イボバッタ乃加加湿ねノtZPO”“Saus‐

surel3l早

マダラバッタA加/0”s此aJass加況s

如加"/zfs（Fabricius）lダ

ヒナバッタCﾙ0γ仇ゆP妬6γ"""gzfs（Thun

berg）13

以上16種

砂浜と松林の前面のみの調査であったため、

種数は少なくなっている。富山市浜黒崎の調

査（1980）のように、松林内および松林の内

陸側林縁もふくめれば、ツユムシ・キリギリ

ス等あと10種ていどは得られるものと思われ

る。

本県の海浜性の直通類のうち、エゾエンマ

コオロギは採集されたが、ヤマトバッタは発

見されなかった。エゾエンマコオロギの生息

もごく少数のみのようである。ただ1度の調
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査のみで断定はできないが、本調査地は、全

般に砂浜も狭く、海浜植物の生育もほとんど

見られず、人間の入り込みが激しいようで、

ヤマトバッタの生息はまず無いと思われる。

本県の砂浜海岸は、富山市浜黒崎・本調査

地の他、規模は小さくまた人の入り込みもは

げしいが、入善町園家山・黒部市石田などが

あり、これらの地域の直通類もまだ未調査で

あるので、今後随時行って行きたい童
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